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　市川市議会では、年４回の各定例会で、会派の代表が会派独自の立場から、市長提出議案等

その他市政全般について質問をする代表質問を行います。６・９・12 月定例会の代表質問に

おける各会派の質問時間は、原則３日間の総質問時間を、質問通告のあった会派の所属人数に

応じて割り振って決定します。質問は総括質問者が登壇して行う他、補足質問者を立てること

ができます。ここでは、代表質問のうち、会派が指定した項目の主な内容を掲載しました。

子どもの居場所「ビーイング」

「ＢＪ☆プロジェクト」メンバーによる講演の様子

オオタカ

ビ
ー
イ
ン
グ

の

整

備

防
災
・
減
災
対
策

と
地
域
特
性

女
性
視
点
で
の

防
災
・
減
災

ク
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー

オ
オ
タ
カ
の

営
巣
環
境
の
保
全

問　
子
育
て
世
代
の
ニ
ー
ズ
と

し
て
、
子
ど
も
達
が
放
課
後
等

に
安
心
し
て
過
ご
す
こ
と
の
で

き
る
、
安
全
な
場
所
の
確
保
が

挙
げ
ら
れ
る
。
本
市
で
は
、
そ

の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
に

「
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
事

問　
本
市
で
大
き
な
地
震
等
が

発
生
し
た
場
合
、
南
部
で
の
水

害
や
北
部
で
の
崖
崩
れ
等
の
発

生
が
予
想
さ
れ
る
が
、
現
在
の

減
災
マ
ッ
プ
で
は
、
必
ず
し
も

詳
細
な
地
域
特
性
ま
で
把
握
す

る
の
は
難
し
い
の
で
は
な
い
か

と
考
え
る
。
そ
こ
で
、
地
域
特

性
を
考
慮
し
た
対
策
に
つ
い
て
、

問　
女
性
の
視
点
を
生
か
し
た

防
災
・
減
災
対
策
に
つ
い
て
、

国
は
災
害
対
策
基
本
法
の
改
正

に
よ
り
こ
れ
を
推
進
し
て
お
り
、

他
市
で
は
、
東
日
本
大
震
災
の

被
災
経
験
が
あ
る
女
性
の
協
力

を
得
て
イ
ラ
ス
ト
や
写
真
を
多

く
盛
り
込
ん
だ
防
災
ミ
ニ
ブ
ッ

ク
を
発
行
し
て
い
る
例
も
あ
る
。

本
市
で
は
、
女
性
職
員
で
構
成

す
る
通
称
「
Ｂ
Ｊ
☆
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
が
、
子
ど
も
や
高
齢
者

に
も
分
か
り
や
す
い
防
災
ブ
ッ

ク
に
よ
る
周
知
啓
発
の
必
要
性

を
提
言
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、

例
え
ば
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
引

き
継
い
だ「
Ｂ
Ｊ
ア
ド
バ
ン
ス
」

に
よ
る
冊
子
の
作
成
等
の
施
策

に
つ
い
て
、
市
の
考
え
を
問
う
。

答　
現
在
、
市
は
「
防
災
カ
ル

問　
市
は
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
等

に
よ
る
建
設
費
の
高
騰
に
よ
り
、

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
建
て
替

え
を
３
年
程
度
延
期
す
る
と
し

た
が
、
３
年
程
度
と
し
た
根
拠

は
何
か
。
ま
た
、
生
ご
み
を
バ

イ
オ
ガ
ス
化
し
た
後
に
生
じ
る

発
酵
残ざ

ん

さ渣
を
堆
肥
化
で
き
れ
ば
、

本
当
の
意
味
で
の
循
環
型
社
会

に
な
る
と
考
え
る
が
、
堆
肥
化

に
つ
い
て
市
の
考
え
を
問
う
。

答　
現
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
は

定
期
事
業
者
検
査
に
お
い
て
、

ボ
イ
ラ
ー
設
備
等
に
劣
化
や
損

傷
が
な
い
こ
と
が
確
認
さ
れ
て

い
る
こ
と
に
加
え
、
操
業
期
間

の
延
長
に
つ
い
て
建
設
プ
ラ
ン

ト
メ
ー
カ
ー
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
を

行
っ
た
と
こ
ろ
、
適
切
な
維
持

管
理
と
補
修
に
よ
り
３
年
程
度

は
稼
働
可
能
と
の
回
答
を
得
ら

れ
た
こ
と
か
ら
、
建
て
替
え
の

延
長
期
間
を
３
年
程
度
と
し
た
。

ま
た
、
発
酵
残
渣
の
堆
肥
化
に

つ
い
て
は
、
堆
肥
の
供
給
先
の

確
保
が
課
題
で
は
あ
る
も
の
の
、

生
ご
み
の
最
終
処
分
量
の
削
減

や
循
環
型
社
会
の
更
な
る
推
進

に
つ
な
が
る
こ
と
か
ら
、
今
後
、

調
査
研
究
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

問　
北
国
分
１
丁
目
の
小
塚
山

公
園
に
は
平
成
26
年
頃
か
ら
猛

禽
類
の
オ
オ
タ
カ
が
営
巣
し
て

い
る
。
約
49
万
人
も
の
市
民
を

擁
す
る
本
市
に
と
っ
て
、
オ
オ

タ
カ
の
営
巣
は
自
然
と
人
間
の

調
和
・
共
生
を
象
徴
し
て
い
る

と
考
え
る
。
現
在
、
同
公
園
で

は
新
た
な
遊
歩
道
の
整
備
計
画

が
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、
オ
オ

タ
カ
の
営
巣
環
境
の
保
全
に
対

す
る
市
の
認
識
に
つ
い
て
問
う
。

答　
小
塚
山
公
園
で
の
オ
オ
タ

カ
の
営
巣
は
外
環
道
路
の
工
事

中
に
外
環
事
業
者
に
よ
り
発
見

さ
れ
、
事
業
者
は
建
設
機
械
の

高
さ
の
抑
制
や
騒
音
の
抑
制
、

作
業
員
の
営
巣
林
内
へ
の
立
入

禁
止
等
の
対
策
を
行
い
営
巣
環

境
の
保
全
を
図
っ
て
き
た
。
遊

歩
道
の
整
備
は
、
同
公
園
や
、

現
在
、整
備
を
進
め
て
い
る「
ど

う
め
き
谷
津
に
拡
充
す
る
公
園

予
定
地
」
と
堀
之
内
貝
塚
公
園

と
の
連
続
性
や
利
便
性
の
向
上

を
企
図
す
る
必
要
が
あ
る
が
、

市
と
し
て
も
、
営
巣
環
境
の
保

全
に
は
配
慮
す
べ
き
と
認
識
し

て
お
り
、
営
巣
木
と
の
距
離
を

保
ち
、
樹
木
の
伐
採
が
な
い
よ

う
ル
ー
ト
を
検
討
し
て
い
く
。

業
（
ビ
ー
イ
ン
グ
）」
を
実
施
し

て
い
る
が
、
妙
典
及
び
行
徳
地

区
で
は
未
設
置
の
状
況
で
あ
る
。

近
年
、
同
地
区
に
お
い
て
は
、

新
し
い
マ
ン
シ
ョ
ン
や
住
宅
の

建
設
に
よ
り
子
育
て
世
代
が
増

加
し
て
い
る
た
め
、
ビ
ー
イ
ン

グ
設
置
の
ニ
ー
ズ
が
特
に
高
い

と
考
え
る
。
そ
こ
で
、
同
地
区

へ
の
ビ
ー
イ
ン
グ
の
新
規
設
置

に
つ
い
て
市
の
見
解
を
問
う
。

市
は
ど
う
考
え
る
か
。
ま
た
、

本
市
で
は
約
６
割
の
市
民
が
マ

ン
シ
ョ
ン
等
の
集
合
住
宅
で
暮

ら
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ま
で
の

防
災
あ
る
い
は
避
難
マ
ニ
ュ
ア

ル
は
主
に
戸
建
て
住
宅
向
け
に

作
成
さ
れ
て
お
り
、
集
合
住
宅

に
は
必
ず
し
も
そ
ぐ
わ
な
い
と

考
え
る
。
市
の
見
解
を
問
う
。

答　
今
後
、
市
民
が
各
自
で
地

域
特
性
を
理
解
し
、
オ
リ
ジ
ナ

ル
の
防
災
マ
ッ
プ
に
仕
上
げ
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
小
学
校

区
ご
と
に
細
分
し
て
災
害
特
性

や
防
災
施
設
を
記
し
た
「
防
災

カ
ル
テ
」
を
作
成
し
、
平
成
31

年
度
の
早
い
時
期
に
市
公
式
Ｗ

ｅ
ｂ
サ
イ
ト
上
に
公
開
す
る
。

ま
た
、
マ
ン
シ
ョ
ン
等
の
中
高

層
住
宅
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
つ
い

て
は
こ
れ
に
特
化
し
た
防
災
対

テ
」
を
作
成
し
て
い
る
が
、
そ

の
巻
末
資
料
と
し
て
、
子
ど
も

か
ら
妊
産
婦
、
高
齢
者
等
に
と

っ
て
分
か
り
や
す
く
、
か
つ
、

た
め
に
な
る「
防
災
ま
め
知
識
」

も
作
成
す
る
予
定
で
あ
る
。
そ

の
作
成
過
程
に
お
い
て
、
女
性

の
視
点
が
よ
り
生
か
さ
れ
る
よ

う
、「
Ｂ
Ｊ
ア
ド
バ
ン
ス
」
に

も
監
修
作
業
に
協
力
し
て
も
ら

う
こ
と
を
考
え
て
い
る
。

策
の
チ
ラ
シ
を
作
成
し
て
い
く
。

答　
ビ
ー
イ
ン
グ
は
、
余
裕
教

室
等
を
主
な
活
動
場
所
と
し
て

い
る
が
、
妙
典
及
び
行
徳
地
区

で
は
、
近
年
、
児
童
数
が
増
加

し
て
い
る
た
め
、
ビ
ー
イ
ン
グ

に
転
用
で
き
る
教
室
等
の
確
保

が
極
め
て
困
難
で
あ
り
、
早
期

の
新
規
設
置
は
厳
し
い
状
況
で

あ
る
。
し
か
し
、
放
課
後
等
の

子
ど
も
の
安
心
安
全
な
居
場
所

へ
の
ニ
ー
ズ
が
高
ま
っ
て
い
る

こ
と
や
、
同
地
区
で
そ
の
傾
向

が
顕
著
で
あ
る
こ
と
は
市
も
把

握
し
て
お
り
、
何
ら
か
の
対
策

を
講
じ
る
必
要
を
感
じ
て
い
る
。

そ
こ
で
、
学
校
内
に
専
用
の
教

室
を
得
ら
れ
な
い
場
合
で
も
ビ

ー
イ
ン
グ
の
機
能
を
備
え
た
新

た
な
方
策
を
検
討
し
、
新
規
設

置
の
体
制
整
備
を
進
め
る
。
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問
者
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内
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海


